
気温のはかり方

太陽にせなかを向け，
自分のかげではかっ
てもよい。

○正しいはかり方
じかに日光を当てない。

えきの先を真横から読む。

○まちがったはかり方

えきだめを持って
いる。

温度計がぬれて
いる。

息がふきかかって
いる。

地面から1.2～1.5ｍの高さに
なるようにする。

風通しのよい場所ではかる。


